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公
共
政
策
に
お
け
る
行
政
手
法

公
共
政
策
は
、
そ
の
目
的
と
当
該
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
手
段
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
手
段
と
は
行
政
が
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。
こ
う
し
た
行
政
の
ツ
ー
ル
を

行
政
手
法
と
い
い
ま
す
。

基
本
的
な
行
政
手
法
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
国
、

地
方
公
共
団
体
と
い
っ
た
権
力
主
体
の
み
に
そ
の
行

使
が
許
さ
れ
る
規
制
的
手
法
と
非
権
力
主
体
も
行
使

で
き
る
非
規
制
的
手
法
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
規

制
的
手
法
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

規
制
的
手
法

規
制
的
手
法
と
は
、
人
の
権
利
を
制
限
し
た
り
、

特
定
の
義
務
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
公
共
課
題
に
対

処
し
よ
う
と
す
る
権
力
的
手
法
で
す
。

規
制
的
手
法
は
、
①
作
為
義
務
ま
た
は
不
作
為
義

務
を
設
定
す
る
義
務
設
定
手
法
、
②
義
務
を
設
定
し

た
う
え
で
、
特
定
の
条
件
を
充
足
し
た
場
合
に
当
該

禁
止
を
解
除
す
る
許
可
手
法
、
③
特
定
の
事
項
に
つ
い

て
届
出
義
務
を
課
す
届
出
手
法
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

規
制
的
手
法
は
、
そ
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め

に
罰
則
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
規
制
的
手
法
に
よ
り
設
定
さ
れ
た

義
務
内
容
が
履
行
さ
れ
な
い
場
合
に
備
え
て
代
執
行

な
ど
強
制
執
行
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

義
務
設
定
手
法

（
１
）
不
作
為
義
務
設
定
手
法

義
務
設
定
手
法
に
は
、
不
作
為
義
務
設
定
手
法
と

義
務
設
定
手
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
不
作
為
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ポ
イ
ン
ト

公
共
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
手
段
が
必
要

で
す
。実
際
の
公
共
政
策
の
立
案
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
ら
の
手
段
を
理
解
し
、
活
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
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義
務
設
定
手
法
と
は
、
人
の
特
定
の
行
為
を
禁
止
す

る
と
い
う
手
法
で
規
制
度
合
い
の
最
も
強
い
も
の
で

す
。
強
力
な
効
果
を
期
待
し
て
数
多
く
用
い
ら
れ
る

古
典
的
手
法
で
す
。
こ
の
手
法
に
は
、
特
定
の
行
為

に
つ
い
て
限
定
を
附
す
こ
と
な
く
禁
止
す
る
も
の
の

ほ
か
、
場
所
、
時
間
な
ど
に
限
定
し
て
禁
止
す
る
も

の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

次
の
各
例
は
、
廃
棄
物
を
不
法
投
棄
す
る
こ
と
、

落
書
き
を
す
る
こ
と
、
公
務
員
の
失
墜
行
為
を
禁
止

し
て
い
る
も
の
で
す
。

【
不
法
投
棄
の
禁
止
義
務
を
課
す
例
】

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

第
16
条　

何
人
も
み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
て
は

な
ら
な
い
。

【
落
書
き
禁
止
義
務
を
課
す
例
】

岡
山
県
快
適
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例

　
（
落
書
き
の
禁
止
）

第
７
条　

何
人
も
、
落
書
き
を
行
っ
て
は
な
ら
な

い
。

【
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
義
務
を
課
す
例
】

地
方
公
務
員
法

　
（
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
）

第
33
条　

職
員
は
、
そ
の
職
の
信
用
を
傷
つ
け
、

又
は
職
員
の
職
全
体
の
不
名
誉
と
な
る
よ
う
な

行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

次
の
例
は
、
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
（
風
営
法

２
条
６
項
）
に
つ
い
て
、
特
定
の
施
設
か
ら
一
定
の

距
離
の
区
域
内
に
つ
い
て
、
そ
の
営
業
行
為
を
禁
止

す
る
も
の
で
す
。

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律

　
（
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
の
禁
止
区
域
等
）

第
28
条　

店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
は
、
一
団
地

の
官
公
庁
施
設
（
官
公
庁
施
設
の
建
設
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
26
年
法
律
第
１
８
１
号
）
第

２
条
第
４
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）、
学

校
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
26
号
）

第
１
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）、
図
書
館

（
図
書
館
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
１
１
８
号
）

第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）

若
し
く
は
児
童
福
祉
施
設
（
児
童
福
祉
法
第
７

条
第
１
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）
又
は

そ
の
他
の
施
設
で
そ
の
周
辺
に
お
け
る
善
良
の

風
俗
若
し
く
は
清
浄
な
風
俗
環
境
を
害
す
る
行

為
若
し
く
は
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及

ぼ
す
行
為
を
防
止
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
と
し

て
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
も
の
の
敷
地

（
こ
れ
ら
の
用
に
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
土

地
を
含
む
。）
の
周
囲
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
区

域
内
に
お
い
て
は
、こ
れ
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

次
の
例
も
、
特
定
の
施
設
か
ら
一
定
の
距
離
の
区

域
内
に
つ
い
て
暴
力
団
事
務
所
の
設
置
・
運
営
を
禁

止
す
る
も
の
で
す
。

広
島
県
暴
力
団
排
除
条
例

　
（
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
及
び
運
営
の
禁
止
）

第
24
条　

何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
敷
地
の

周
囲
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
に
お
い
て
暴

力
団
事
務
所
を
開
設
し
、
又
は
運
営
し
て
は
な

ら
な
い
。

（
１
）
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
26
号
）

第
１
条
に
規
定
す
る
学
校
（
大
学
を
除

く
。）
又
は
同
法
第
１
２
４
条
に
規
定
す

る
専
修
学
校
（
高
等
課
程
を
置
く
も
の
に

限
る
。）

（
２
）
児
童
福
祉
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

１
６
４
号
）
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る

児
童
福
祉
施
設
又
は
同
法
第
12
条
第
１
項

に
規
定
す
る
児
童
相
談
所

（
３
）図
書
館
法（
昭
和
25
年
法
律
第
１
１
８
号
）

第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
図
書
館
（
落

書
き
の
禁
止
）

〈
以
下
略
〉

次
の
例
は
、
特
定
の
区
域
・
地
域
を
指
定
し
て
路

上
喫
煙
行
為
等
を
禁
止
す
る
も
の
で
す
。

京
都
市
路
上
喫
煙
等
の
禁
止
等
に
関
す
る

条
例

　
（
定
義
）

第
２
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。



109◆自治体法務研究 2016・春

（
２
）
作
為
義
務
設
定
手
法

作
為
義
務
設
定
手
法
と
は
、
特
定
の
行
為
・
活
動

を
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
手
法
で
す
。
こ
の
手
法

に
は
、
設
備
の
設
置
義
務
を
課
す
も
の
、
営
業
方
法

に
つ
い
て
義
務
を
課
す
も
の
、
特
定
の
計
画
策
定
義

務
を
課
す
も
の
な
ど
多
様
な
義
務
内
容
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。

【
設
備
の
設
置
義
務
を
課
す
例
】

岡
山
市
火
災
予
防
条
例

第
30
条
の
２　

住
宅
（
法
第
９
条
の
２
第
１
項
に

規
定
す
る
住
宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い

て
同
じ
。）
の
関
係
者
（
住
宅
の
所
有
者
、
管

理
者
又
は
占
有
者
を
い
う
。）
は
、
次
条
及
び

第
30
条
の
４
に
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
の
住
宅
用
防
災
機
器
を
設
置

し
、
及
び
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
住
宅
用
防
災
警
報
器
（
令
第
５
条
の
６

第
１
号
に
規
定
す
る
住
宅
用
防
災
警
報
器

を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）

（
２
）
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
（
令
第
５
条
の
６

第
２
号
に
規
定
す
る
住
宅
用
防
災
報
知
設

備
を
い
う
。以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）

【
営
業
内
容
に
つ
い
て
義
務
を
課
す
例
①
】

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

　
（
有
害
図
書
の
区
分
陳
列
等
）

第
10
の
２　

図
書
を
取
り
扱
う
業
者
は
、
有
害
図

書
を
陳
列
す
る
と
き
は
、
青
少
年
が
容
易
に
閲

（
１
）
路
上
喫
煙
等　

道
路
等
（
道
路
等
を
管

理
す
る
権
限
を
有
す
る
者
が
喫
煙
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
指
定
し
た
場
所
を

除
く
。）
に
お
い
て
、
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と

又
は
火
の
付
い
た
た
ば
こ
を
所
持
す
る
こ
と

を
い
う
。
た
だ
し
、
道
路
交
通
法
第
２
条
第

１
項
第
９
号
に
規
定
す
る
自
動
車
（
同
法
第

３
条
に
規
定
す
る
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普

通
自
動
二
輪
車
を
除
く
。）
の
車
内
に
お
い

て
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
こ
と
を
除
く
。

（
２
）
道
路
等　

道
路
、
公
園
そ
の
他
の
公
共

の
場
所
（
室
内
及
び
こ
れ
に
準
じ
る
環
境
に

あ
る
も
の
を
除
く
。）
を
い
う
。

　
（
路
上
喫
煙
等
禁
止
区
域
の
指
定
）

第
５
条　

市
長
は
、
市
民
等
の
身
体
及
び
財
産
へ

の
被
害
を
防
止
し
、
並
び
に
市
民
等
の
健
康
へ

の
影
響
を
抑
制
す
る
た
め
特
に
路
上
喫
煙
等
を

禁
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
を

路
上
喫
煙
等
禁
止
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２　

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
期
間
又
は
時

間
を
限
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３　

市
長
は
、
路
上
喫
煙
等
禁
止
区
域
を
指
定
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
第
７
条

に
規
定
す
る
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

４　

市
長
は
、
路
上
喫
煙
等
禁
止
区
域
を
指
定
し

た
と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
と
と
も
に
、
当

該
路
上
喫
煙
等
禁
止
区
域
内
の
見
や
す
い
場
所

に
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
標
識
の
設
置

又
は
標
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５　

路
上
喫
煙
等
禁
止
区
域
の
指
定
は
、
前
項
の
規

定
に
よ
る
告
示
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
生
じ
る
。

　
（
路
上
喫
煙
等
禁
止
区
域
に
お
け
る
路
上
喫
煙

等
の
禁
止
）

第
６
条　

何
人
も
、
路
上
喫
煙
等
禁
止
区
域
に
お

い
て
路
上
喫
煙
等
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

次
の
例
は
、
営
業
時
間
を
限
定
し
て
風
俗
営
業
を

禁
止
し
て
い
る
も
の
で
す
。

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律

　
（
営
業
時
間
の
制
限
）

第
13
条　

風
俗
営
業
者
は
、
午
前
零
時
（
都
道
府

県
が
習
俗
的
行
事
そ
の
他
の
特
別
な
事
情
の
あ

る
日
と
し
て
条
例
で
定
め
る
日
に
あ
つ
て
は
当

該
事
情
の
あ
る
地
域
と
し
て
当
該
条
例
で
定
め

る
地
域
内
は
午
前
零
時
以
後
に
お
い
て
当
該
条

例
で
定
め
る
時
、
当
該
条
例
で
定
め
る
日
以
外

の
日
に
あ
つ
て
は
午
前
一
時
ま
で
風
俗
営
業
を

営
む
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
特
別
な
事
情
の
あ
る

地
域
と
し
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
都
道

府
県
の
条
例
で
定
め
る
地
域
内
に
限
り
午
前
一

時
）
か
ら
日
出
時
ま
で
の
時
間
に
お
い
て
は
、

そ
の
営
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。
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第
17
条　

風
俗
営
業
者
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規

則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
営
業
に
係

る
料
金
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
種

類
の
も
の
を
、
営
業
所
に
お
い
て
客
に
見
や
す

い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
営
業
内
容
に
つ
い
て
義
務
を
課
す
例
③
】

理
容
師
法

第
９
条　

理
容
師
は
、理
容
の
業
を
行
う
と
き
は
、

次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
１
）
皮
ふ
に
接
す
る
布
片
及
び
器
具
は
、
こ

れ
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
。

（
２
）
皮
ふ
に
接
す
る
布
片
は
、
客
一
人
ご
と
に

こ
れ
を
取
り
か
え
、
皮
ふ
に
接
す
る
器
具

は
、客
一
人
ご
と
に
こ
れ
を
消
毒
す
る
こ
と
。

（
３
）
そ
の
他
都
道
府
県
が
条
例
で
定
め
る
衛

生
上
必
要
な
措
置

【
行
政
機
関
に
特
定
の
義
務
を
課
す
例
】

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に

関
す
る
法
律

　
（
標
識
の
設
置
）

第
６
条　

都
道
府
県
は
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
の
指
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域
内
に
こ
れ
を
表
示
す
る
標
識
を
設

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
行
政
機
関
に
計
画
策
定
義
務
を
課
す
例
】

覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
知
事
が
別
に
定

め
る
方
法
に
よ
り
当
該
有
害
図
書
を
、
他
の
図

書
と
明
確
に
区
分
し
、
か
つ
、
店
内
の
容
易
に

監
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
ま
と
め
て
陳

列
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
営
業
内
容
に
つ
い
て
義
務
を
課
す
例
②
】

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律

　
（
照
度
の
規
制
）

第
14
条　

風
俗
営
業
者
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規

則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
つ
た
営
業
所
内

の
照
度
を
、
風
俗
営
業
の
種
別
に
応
じ
て
国
家

公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
数
値
以
下
と
し
て

そ
の
営
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

　
（
騒
音
及
び
振
動
の
規
制
）

第
15
条　

風
俗
営
業
者
は
、
営
業
所
周
辺
に
お
い

て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府

県
の
条
例
で
定
め
る
数
値
以
上
の
騒
音
又
は
振

動
（
人
声
そ
の
他
そ
の
営
業
活
動
に
伴
う
騒
音

又
は
振
動
に
限
る
。）
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

そ
の
営
業
を
営
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
広
告
及
び
宣
伝
の
規
制
）

第
16
条　

風
俗
営
業
者
は
、
そ
の
営
業
に
つ
き
、

営
業
所
周
辺
に
お
け
る
清
浄
な
風
俗
環
境
を
害

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
法
で
広
告
又
は
宣
伝
を

し
て
は
な
ら
な
い
。

　
（
料
金
の
表
示
）

岡
山
市
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促

進
に
関
す
る
条
例

　
（
基
本
計
画
）

第
９
条　

市
長
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

の
促
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画（
以
下「
基

本
計
画
と
い
う
。）
を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

【
一
般
事
業
者
に
計
画
策
定
義
務
を
課
す
例
】

京
都
市
地
球
温
暖
化
対
策
条
例

　
（
事
業
者
排
出
量
削
減
計
画
書
の
提
出
等
）

第
27
条　

計
画
期
間
（
特
定
年
度
（
平
成
23
年
度

及
び
同
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
又
は
３
の

倍
数
を
経
過
し
た
ご
と
の
年
度
を
い
う
。）
以

降
の
３
年
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
い
ず

れ
か
の
年
度
に
お
い
て
特
定
事
業
者
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
者
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
の
量
を
計
画
的
に
削
減
す
る
た
め
、
当

該
計
画
期
間
（
特
定
事
業
者
に
該
当
す
る
こ
と

と
な
っ
た
年
度
前
の
年
度
を
除
く
。
第
30
条
及

び
第
31
条
に
お
い
て
同
じ
。）
に
つ
い
て
、
事

業
者
排
出
量
削
減
指
針
に
基
づ
き
、
事
業
活
動

に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
に

係
る
計
画
書
（
以
下
「
事
業
者
排
出
量
削
減
計

画
書
」
と
い
う
。）
を
作
成
し
、
特
定
事
業
者
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
年
度
の
別
に
定
め
る

日
ま
で
に
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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で
、
第
15
条
の
４
の
２
、
第
15
条
の
４
の
３
第

３
項
及
び
第
15
条
の
４
の
４
第
３
項
に
お
い
て

同
じ
。）
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し
て
行
お

う
と
す
る
者
は
、
当
該
業
を
行
お
う
と
す
る
区

域
（
運
搬
の
み
を
業
と
し
て
行
う
場
合
に
あ
つ

て
は
、
産
業
廃
棄
物
の
積
卸
し
を
行
う
区
域
に

限
る
。）
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
業

者
（
自
ら
そ
の
産
業
廃
棄
物
を
運
搬
す
る
場
合

に
限
る
。）、
専
ら
再
生
利
用
の
目
的
と
な
る
産

業
廃
棄
物
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し
て

行
う
者
そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
者
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

【
施
設
許
可
の
例
①
】

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

　
（
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
）

第
15
条　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
（
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
処
理
施
設
、
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
そ
の
他
の
産
業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
で
政

令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
産
業
廃
棄
物

処
理
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
地
を
管
轄
す

る
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

【
施
設
許
可
の
例
②
】

化
製
場
等
に
関
す
る
法
律

第
３
条　

化
製
場
又
は
死
亡
獣
畜
取
扱
場
を
設
け

作
為
義
務
の
中
に
は
努
力
義
務
に
と
ど
ま
る
も
の

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
努
力
義
務
に
と
ど
ま
る
場

合
、
単
に
努
力
し
て
い
れ
ば
よ
く
、
何
ら
か
特
定
の

結
果
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
の
例
は
、
動
物
の
所
有
者
ま
た
は
占
有
者
に
対

し
て
、
当
該
動
物
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
、
努
力
義

務
を
定
め
る
も
の
で
す
。

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律

　
（
動
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
の
責
務
等
）

第
７
条　

動
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
命
あ

る
も
の
で
あ
る
動
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
と

し
て
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
責
任
を

十
分
に
自
覚
し
て
、
そ
の
動
物
を
そ
の
種
類
、

習
性
等
に
応
じ
て
適
正
に
飼
養
し
、
又
は
保
管

す
る
こ
と
に
よ
り
、
動
物
の
健
康
及
び
安
全
を

保
持
す
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
動
物
が

人
の
生
命
、身
体
若
し
く
は
財
産
に
害
を
加
え
、

生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
生
じ
さ
せ
、
又

は
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

許
可
手
法

許
可
手
法
と
は
、
特
定
の
基
準
に
合
致
す
る
場
合

に
作
為
義
務
や
不
作
為
義
務
を
解
除
す
る
手
法
で

す
。
義
務
設
定
手
法
よ
り
も
権
利
に
対
す
る
規
制
度

合
い
は
緩
や
か
な
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
義
務
設

定
手
法
と
比
較
す
る
と
、
許
可
手
法
を
運
用
す
る
た

め
に
は
組
織
、
職
員
な
ど
の
行
政
資
源
が
よ
り
必
要

と
な
り
ま
す
。

許
可
手
法
は
、
許
可
対
象
に
よ
り
事
業
許
可
、
施

設
許
可
及
び
個
別
行
為
許
可
に
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
事
業
許
可
の
例
①
】

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

　
（
開
設
の
許
可
）

第
４
条　

薬
局
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知

事
（
そ
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又

は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

市
長
又
は
区
長
。
次
項
、
第
７
条
第
３
項
並
び

に
第
10
条
第
１
項
（
第
38
条
第
１
項
並
び
に
第

40
条
第
１
項
及
び
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）
及
び
第
２
項
（
第
38
条
第
１

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
お

い
て
同
じ
。）
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
開

設
し
て
は
な
ら
な
い
。

【
事
業
許
可
の
例
②
】

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

　
（
産
業
廃
棄
物
処
理
業
）

第
14
条
産
業
廃
棄
物
（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
を

除
く
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
14
条
の
３
の
３
ま

4
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よ
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
個
別
行
為
許
可
の
例
①
】

道
路
法

　
（
道
路
の
占
用
の
許
可
）

第
32
条　

道
路
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ

る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
を
設
け
、
継
続
し

て
道
路
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
１
）
電
柱
、
電
線
、
変
圧
塔
、
郵
便
差
出
箱
、

公
衆
電
話
所
、
広
告
塔
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
工
作
物

（
２
）
水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
物
件

（
３
）
鉄
道
、
軌
道
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

施
設

【
個
別
行
為
許
可
の
例
②
】

岡
山
市
環
境
保
全
条
例

　
（
貴
重
野
生
生
物
保
護
区
に
お
け
る
行
為
の
制

限
）

第
29
条
の
12　

貴
重
野
生
生
物
保
護
区
内
に
お
い

て
は
、
市
長
の
許
可
を
受
け
ず
に
、
次
に
掲
げ

る
行
為
（
第
８
号
か
ら
第
12
号
ま
で
に
掲
げ
る

行
為
に
つ
い
て
は
、
市
長
が
指
定
す
る
区
域
内

及
び
そ
の
区
域
ご
と
に
指
定
す
る
期
間
内
に
お

い
て
す
る
も
の
に
限
る
。）
を
行
っ
て
は
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な

応
急
措
置
と
し
て
行
う
行
為
及
び
通
常
の
管
理

行
為
又
は
軽
易
な
行
為
と
し
て
規
則
で
定
め
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
１
）
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
を
新
築
し
、

改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

（
２
）
宅
地
を
造
成
し
、
土
地
を
開
墾
し
、
そ

の
他
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る
こ
と
。

（
３
）
鉱
物
を
掘
採
し
、
又
は
土
石
を
採
取
す

る
こ
と
。

〈
以
下
略
〉

許
可
手
法
を
用
い
る
場
合
に
重
要
な
点
は
、
ど
の

よ
う
な
許
可
要
件
を
定
め
る
か
で
す
。
許
可
要
件
の

内
容
に
よ
っ
て
、
許
可
手
法
の
規
制
度
合
い
が
大
き

く
異
な
っ
て
き
ま
す
。
比
例
原
則
の
観
点
か
ら
、
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
不
必
要
な
許
可
要
件
を
定
め

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
の
例
は
、
個
別
行
為
許
可
基
準
に
つ
い
て
技
術

的
基
準
を
定
め
る
も
の
で
す
。
都
市
計
画
施
設
の
区

域
ま
た
は
市
街
地
開
発
事
業
の
施
行
区
域
内
に
お
い

て
建
築
物
の
建
築
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
許
可
を
受

け
る
際
の
許
可
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
技
術
的
基
準
の
例
】

都
市
計
画
法

　
（
許
可
の
基
準
）

第
54
条　

都
道
府
県
知
事
等
は
、
前
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お

い
て
、
当
該
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
許
可
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
１
）
当
該
建
築
が
、
都
市
計
画
施
設
又
は
市

街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
都
市
計
画
の
う
ち

建
築
物
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）
当
該
建
築
が
、
第
11
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
り
都
市
計
画
施
設
の
区
域
に
つ
い
て
都

市
施
設
を
整
備
す
る
立
体
的
な
範
囲
が
定
め

ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
立
体
的

な
範
囲
外
に
お
い
て
行
わ
れ
、
か
つ
、
当
該

都
市
計
画
施
設
を
整
備
す
る
上
で
著
し
い
支

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
立
体
的
な
範
囲
が
道

路
で
あ
る
都
市
施
設
を
整
備
す
る
も
の
と
し

て
空
間
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き

は
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が

な
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
に
限

る
。

（
３
）
当
該
建
築
物
が
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該

当
し
、
か
つ
、
容
易
に
移
転
し
、
又
は
除
却

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

イ　

階
数
が
２
以
下
で
、
か
つ
、
地
階
を
有

し
な
い
こ
と
。

ロ　

主
要
構
造
部
（
建
築
基
準
法
第
２
条
第
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【
許
可
要
件
と
し
て
人
的
要
件
及
び
施
設
構
造
要
件

が
共
に
定
め
ら
れ
て
い
る
例
】

旅
館
業
法

第
３
条　

旅
館
業
を
経
営
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は

特
別
区
に
あ
つ
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
以
下

同
じ
。）
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
ホ
テ
ル
営
業
、
旅
館
営
業
又
は
簡
易

宿
所
営
業
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
施
設

に
お
い
て
下
宿
営
業
を
経
営
し
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２　

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
許
可
の
申
請
が

あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
に
係
る
施

設
の
構
造
設
備
が
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合

し
な
い
と
認
め
る
と
き
、
当
該
施
設
の
設
置
場

所
が
公
衆
衛
生
上
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と

き
、
又
は
申
請
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す

る
と
き
は
、
同
項
の
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が

で
き
る
。

（
１
）
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
く
処
分

に
違
反
し
て
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を

終
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
者

（
２
）
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り
消

さ
れ
、
取
消
の
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経

過
し
て
い
な
い
者

５
号
に
定
め
る
主
要
構
造
部
を
い
う
。）

が
木
造
、
鉄
骨
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ツ
ク
造
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
構
造
で

あ
る
こ
と
。

事
業
許
可
手
法
に
お
い
て
は
人
的
許
可
要
件
が
、

施
設
許
可
手
法
に
お
い
て
は
施
設
構
造
要
件
が
、
そ

れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。

【
人
的
許
可
要
件
の
例
】

古
物
営
業
法

　
（
許
可
の
基
準
）

第
４
条　

公
安
委
員
会
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
許
可

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
１
）
成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は

破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の

（
２
）
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
第
31

条
に
規
定
す
る
罪
若
し
く
は
刑
法
（
明
治
40
年

法
律
第
45
号
）
第
２
４
７
条
、
第
２
５
４
条
若

し
く
は
第
２
５
６
条
第
２
項
に
規
定
す
る
罪
を

犯
し
て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を

終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
の
な
く
な

つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
な
い
者

（
３
）
住
居
の
定
ま
ら
な
い
者

〈
以
下
略
〉

【
施
設
構
造
要
件
の
例
】

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

　
（
許
可
の
基
準
等
）

第
８
条
の
２　

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項

の
許
可
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適

合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
同

項
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
１
）
そ
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に

関
す
る
計
画
が
環
境
省
令
で
定
め
る
技
術
上

の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

（
２
）
そ
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に

関
す
る
計
画
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
計
画

が
当
該
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
周
辺

地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
及
び
環
境
省
令
で

定
め
る
周
辺
の
施
設
に
つ
い
て
適
正
な
配
慮

が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
３
）
申
請
者
の
能
力
が
そ
の
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
の
設
置
に
関
す
る
計
画
及
び
維
持
管

理
に
関
す
る
計
画
に
従
つ
て
当
該
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
の
設
置
及
び
維
持
管
理
を
的
確

に
、
か
つ
、
継
続
し
て
行
う
に
足
り
る
も
の

と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
４
）
申
請
者
が
第
７
条
第
５
項
第
４
号
イ
か

ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

事
業
許
可
と
施
設
許
可
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
旅

館
経
営
許
可
に
お
い
て
は
人
的
要
件
及
び
施
設
構
造

要
件
が
と
も
に
許
可
要
件
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
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（
３
）
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
業
務
を
行
う
役

員
の
う
ち
に
前
２
号
の
一
に
該
当
す
る
者
が

あ
る
も
の

許
可
手
法
に
お
け
る
関
連
規
定

と
こ
ろ
で
、
許
可
手
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
規
定
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
が

一
般
的
で
す
。

こ
の
う
ち
主
要
な
規
定
に
つ
い
て
、
実
際
の
条
文

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
許
可
条
件

行
政
行
為
に
は
、
条
件
や
期
限
が
附
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
附
款
と
い
い
ま
す
。
附
款
に

は
、
講
学
上
、
条
件
、
期
限
、
負
担
お
よ
び
撤
回
の

留
保
が
あ
り
ま
す（

1
（

が
、法
令
用
語
と
し
て
は
「
条
件
」

が
附
款
の
内
容
全
て
含
む
も
の
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
が
一
般
的
で
す
。

実
際
の
立
案
で
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
い
か

な
る
附
款
を
附
す
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
条
例
で
定
め
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す（

2
（

。

ど
の
よ
う
な
内
容
の
附
款
を
附
す
か
に
つ
い
て
も
、

比
例
原
則
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。
次
の
例
は
、
こ
の

こ
と
を
確
認
す
る
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
附
款
を
附
す
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
比
例
原
則
の

内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
る
規
定
の
例
】

都
市
計
画
法

　
（
許
可
等
の
条
件
）

第
79
条　

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
許
可
、
認
可

又
は
承
認
に
は
、
都
市
計
画
上
必
要
な
条
件
を

附
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
条
件
は
、
当
該
許
可
、
認
可
又
は
承
認
を

受
け
た
者
に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
も
の
で
あ

つ
て
は
な
ら
な
い
。

行
政
行
為
の
効
力
の
発
生
・
消
滅
を
発
生
確
実
な

事
実
に
か
か
ら
し
め
る
の
が
期
限
で
す
。

次
の
例
は
、
許
可
の
終
期
（
消
滅
）
を
定
め
る
も

の
で
す
。
許
可
内
容
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
に
許
可
期

間
を
限
定
す
る
の
が
目
的
で
す
。

建
設
業
法

　
（
建
設
業
の
許
可
）

第
３
条　

建
設
業
を
営
も
う
と
す
る
者
は
、
次
に

掲
げ
る
区
分
に
よ
り
、
こ
の
章
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
２
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に

営
業
所
（
本
店
又
は
支
店
若
し
く
は
政
令
で
定

め
る
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）
を
設
け
て
営
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
の
、
一
の
都
道
府

県
の
区
域
内
に
の
み
営
業
所
を
設
け
て
営
業
を

し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
営
業
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
政
令

で
定
め
る
軽
微
な
建
設
工
事
の
み
を
請
け
負
う

こ
と
を
営
業
と
す
る
者
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

（
１
）
建
設
業
を
営
も
う
と
す
る
者
で
あ
つ
て
、

次
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
も
の

（
２
）
建
設
業
を
営
も
う
と
す
る
者
で
あ
つ
て
、

そ
の
営
業
に
あ
た
つ
て
、
そ
の
者
が
発
注
者

か
ら
直
接
請
け
負
う
一
件
の
建
設
工
事
に
つ

き
、
そ
の
工
事
の
全
部
又
は
一
部
を
、
下
請

5

定めるべき事項 内　容
許可事項 「〜しようとする者は、知事（市長）の許可を受けなけれ

ばならない」
許可申請手続 「〜次に掲げる事項を記載した申請書及び規則で定める書

類を知事（市長）に提出しなければならない」
許可基準 「知事（市長）は、次の各号に掲げる条件を満すものでな

ければ許可してはならない」
許可条件 「知事（市長）は、前項の許可に必要な条件を付すことが

できる」
許可事項の変更 「〜の許可を受けた者は、許可に係る事項の変更をしよう

とするときは、規則で定めるところにより、知事（市長）
の変更の許可を受けなければならない」

許可の地位の承継 「〜の許可を受けた者の相続人その他の一般承継人は、被
承継人が有していた当該許可に基づく地位を承継する」

許可の取消し・撤回「知事（市長）は、次の各号のいずれかに該当するときは、
許可を受けた者の許可を取り消すことができる」
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で
し
ょ
う（

4
（

。

な
お
、
法
令
用
語
と
し
て
の
「
取
消
し
」
は
行
政
行

為
の
撤
回
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

次
の
例
は
、
撤
回
の
根
拠
お
よ
び
そ
の
具
体
的
撤

回
事
由
を
定
め
て
い
る
例
で
す
。　

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律

　
（
許
可
の
取
消
し
）

第
29
条　

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
動
物
飼
養
者

が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
不
正
の
手
段
に
よ
り
特
定
動
物
飼
養
者
の

許
可
を
受
け
た
と
き
。

（
２
）
そ
の
者
の
特
定
飼
養
施
設
の
構
造
及
び
規

模
並
び
に
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
の
方
法

が
第
27
条
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
基
準
に

適
合
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

（
３
）
第
27
条
第
１
項
第
２
号
ハ
に
該
当
す
る
こ

と
と
な
つ
た
と
き
。

（
４
）
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く

命
令
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し

た
と
き
。

（
３
）
許
可
を
受
け
た
法
的
地
位
の
承
継

許
可
を
受
け
た
法
的
地
位
に
つ
い
て
承
継
を
認
め

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
許
可
を
受
け
た
者
の
地
位
を

保
護
す
る
と
と
も
に
、
許
可
手
続
に
伴
う
負
担
を
回

避
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

承
継
に
は
、
相
続
、
合
併
と
い
っ
た
特
定
の
事
実

代
金
の
額
（
そ
の
工
事
に
係
る
下
請
契
約
が

二
以
上
あ
る
と
き
は
、
下
請
代
金
の
額
の
総

額
）
が
政
令
で
定
め
る
金
額
以
上
と
な
る
下

請
契
約
を
締
結
し
て
施
工
し
よ
う
と
す
る
も

の

２　

前
項
の
許
可
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ

る
建
設
工
事
の
種
類
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
建
設
業
に
分
け
て
与
え
る
も

の
と
す
る
。

３　

第
１
項
の
許
可
は
、
５
年
ご
と
に
そ
の
更
新

を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
つ

て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

４　

前
項
の
更
新
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い

て
、同
項
の
期
間
（
以
下
「
許
可
の
有
効
期
間
」

と
い
う
。）
の
満
了
の
日
ま
で
に
そ
の
申
請
に

対
す
る
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
従
前
の
許

可
は
、
許
可
の
有
効
期
間
の
満
了
後
も
そ
の
処

分
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
。

５　

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
許
可
の
更
新
が
さ

れ
た
と
き
は
、
そ
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
従

前
の
許
可
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

６　

第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
同
項
の

許
可
（
第
３
項
の
許
可
の
更
新
を
含
む
。
以
下

「
一
般
建
設
業
の
許
可
」
と
い
う
。）
を
受
け
た

者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
建
設
業
に
つ
い
て
、

第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
同
項
の
許

可（
第
３
項
の
許
可
の
更
新
を
含
む
。
以
下「
特

定
建
設
業
の
許
可
」
と
い
う
。）
を
受
け
た
と

き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
当
該
建
設
業
に
係
る

一
般
建
設
業
の
許
可
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
２
）
許
可
の
取
消
し
と
撤
回

行
政
行
為
に
当
た
っ
て
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ
と
を
理

由
に
許
可
の
効
力
を
過
去
に
遡
っ
て
否
定
す
る
こ
と

を
行
政
行
為
の
取
消
し
と
い
い
ま
す
。
行
政
行
為
を

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
公
益
適
合
性
の
観

点
か
ら
当
然
で
あ
り
、
特
に
法
律
又
は
条
例
の
根
拠

は
必
要
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す（

3
（

。
こ
の
た
め
、

行
政
行
為
の
取
消
し
の
根
拠
に
つ
い
て
定
め
る
規
定

を
見
か
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。な
お
、

受
益
的
行
政
行
為
の
取
消
し
に
つ
い
て
は
、条
理
上
、

遡
及
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

行
政
行
為
の
取
消
し
に
対
し
、
有
効
に
成
立
し
た

行
政
行
為
の
効
力
を
そ
の
後
に
生
じ
た
後
発
的
事
情

を
理
由
に
、
行
政
庁
が
当
該
法
律
関
係
を
将
来
に
わ

た
っ
て
解
消
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
当
該
行
政
行

為
に
瑕
疵
が
あ
る
か
ど
う
か
は
無
関
係
で
す
）。
こ

の
よ
う
な
行
政
庁
の
行
為
を
撤
回
と
い
い
ま
す
。

撤
回
は
、
当
該
行
政
行
為
が
瑕
疵
な
く
有
効
に
成

立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
法
的
効
果
を
将
来

に
わ
た
っ
て
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
重
大
な
行
為
で

す
。
よ
っ
て
、
実
際
の
立
法
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の

根
拠
お
よ
び
具
体
的
撤
回
事
由
を
定
め
て
お
く
べ
き
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に
基
づ
い
て
行
政
庁
の
行
為
は
特
に
必
要
と
せ
ず
承

継
が
認
め
ら
れ
る
当
然
承
継
の
手
法
と
行
政
庁
の
承

認
行
為
に
よ
り
承
継
が
有
効
と
な
る
承
認
承
継
の
手

法
が
あ
り
ま
す
。

次
の
例
は
、
当
然
承
継
を
定
め
た
規
定
で
す
が
、

行
政
庁
が
承
継
の
事
実
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
承
継

事
実
に
つ
い
て
の
届
出
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。

公
衆
浴
場
法

第
２
条
の
２　

浴
場
業
を
営
む
者
（
以
下
「
営
業

者
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
相
続
、
合
併
又
は

分
割
（
当
該
浴
場
業
を
承
継
さ
せ
る
も
の
に
限

る
。）
が
あ
つ
た
と
き
は
、
相
続
人
（
相
続
人

が
２
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
全
員

の
同
意
に
よ
り
当
該
浴
場
業
を
承
継
す
べ
き
相

続
人
を
選
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
）、
合
併

後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立

し
た
法
人
又
は
分
割
に
よ
り
当
該
浴
場
業
を
承

継
し
た
法
人
は
、営
業
者
の
地
位
を
承
継
す
る
。

２　

前
項
の
規
定
に
よ
り
営
業
者
の
地
位
を
承
継

し
た
者
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
事
実
を
証
す
る

書
面
を
添
え
て
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
の
例
は
、
地
位
の
承
継
に
つ
い
て
行
政
庁
の
承

認
を
必
要
と
す
る
も
の
で
す
。
承
認
が
な
け
れ
ば
、

当
該
許
可
に
基
づ
く
法
的
地
位
は
承
継
さ
れ
ま
せ

ん
。
人
的
要
件
を
重
視
す
る
事
業
許
可
の
例
に
多
い

と
い
え
ま
す
。

旅
館
業
法

第
３
条
の
３　

営
業
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い

て
、
相
続
人
（
相
続
人
が
２
人
以
上
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
当
該
旅

館
業
を
承
継
す
べ
き
相
続
人
を
選
定
し
た
と
き

は
、
そ
の
者
。
以
下
同
じ
。）
が
被
相
続
人
の

営
ん
で
い
た
旅
館
業
を
引
き
続
き
営
も
う
と
す

る
と
き
は
、
そ
の
相
続
人
は
、
被
相
続
人
の
死

亡
後
60
以
内
に
都
道
府
県
知
事
に
申
請
し
て
、

そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

届
出
手
法

届
出
手
法
と
は
、
特
定
の
事
項
に
関
し
、
届
出
の

義
務
を
課
す
手
法
で
す
。
特
定
の
義
務
を
解
除
す
る

許
可
手
法
と
は
異
な
り
特
定
の
行
為
の
禁
止
を
前
提

と
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
許
可
手
法
に
比
べ

緩
や
か
な
規
制
手
法
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
届
出
に

は
、
事
前
届
出
と
事
後
届
出
が
あ
り
ま
す
。

届
出
手
法
は
、
行
政
庁
が
法
律
や
条
例
に
定
め
る

事
務
の
執
行
に
当
た
り
、
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と

を
主
な
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
次
の
理
容
師
法
で
は
、
理
容
所
の
開
設

に
つ
い
て
許
可
制
と
は
せ
ず
事
前
の
届
出
制
と
し
て

い
ま
す
（
同
法
第
11
条
）。
届
出
に
よ
り
取
得
し
た

情
報
を
使
っ
て
、
行
政
庁
は
理
容
所
が
施
設
基
準
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
査
を
行
い
（
第
11
条

の
２
）、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
立
入
調
査
を
行
い

ま
す
（
同
法
第
13
条
）。

理
容
師
法

第
11
条　

理
容
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
理

容
所
の
位
置
、
構
造
設
備
、
第
11
条
の
４
第
１

項
に
規
定
す
る
管
理
理
容
師
そ
の
他
の
従
業
者

の
氏
名
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
都

道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

理
容
所
の
開
設
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
、
又
は
そ
の

理
容
所
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
都

道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
11
条
の
２　

前
条
第
１
項
の
届
出
を
し
た
理
容

所
の
開
設
者
は
、
そ
の
構
造
設
備
に
つ
い
て
都

道
府
県
知
事
の
検
査
を
受
け
、
そ
の
構
造
設
備

が
第
12
条
の
措
置
を
講
ず
る
に
適
す
る
旨
の
確

認
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
使
用
し

て
は
な
ら
な
い
。

〈
中
略
〉

第
13
条　

都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
に
、
理
容
所
に
立
ち

入
り
、
第
９
条
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
措
置

の
実
施
の
状
況
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

第
４
条
の
13
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定

6
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第
24
条　

転
出
（
市
町
村
の
区
域
外
へ
住
所
を
移

す
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
す
る
者
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
氏
名
、
転
出
先
及
び
転
出

の
予
定
年
月
日
を
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

次
の
例
は
、
行
政
庁
が
許
可
に
係
る
事
業
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
事
業
等
の
廃
止
後
、
許
可
を
受

け
た
者
に
対
し
て
届
出
義
務
を
課
す
も
の
で
す
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災

害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

　
（
特
定
開
発
行
為
の
廃
止
）

第
20
条　

第
10
条
第
１
項
の
許
可
を
受
け
た
者

は
、
当
該
許
可
に
係
る
対
策
工
事
等
を
廃
止
し

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知

事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注（
１
）
塩
野
宏
『
行
政
法
Ⅰ
〔
第
６
版
〕』（
有
斐
閣
、

２
０
１
５
年
）
１
９
８
頁
以
下

（
２
）
石
毛
正
純
『
法
制
執
務
詳
解
〔
新
版
Ⅱ
〕』（
ぎ
ょ

う
せ
い
、
２
０
１
２
）
１
２
９
頁

（
３
）
塩
野
・
前
掲
注
（
１
）
１
８
８
頁
以
下

（
４
）
石
毛
・
前
掲
注
（
２
）
１
３
６
頁

は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

次
の
例
は
、
事
前
の
届
出
内
容
を
も
と
に
勧
告
を

行
う
例
で
す
。

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

　
（
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
に
関
す
る
届
出
等
）

第
５
条　

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
（
建
物
の
床

面
積
を
変
更
し
、
又
は
既
存
の
建
物
の
全
部
若

し
く
は
一
部
の
用
途
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り

大
規
模
小
売
店
舗
と
な
る
場
合
を
含
む
。
以
下

同
じ
。）
を
す
る
者
（
小
売
業
を
行
う
た
め
の

店
舗
以
外
の
用
に
供
し
又
は
供
さ
せ
る
た
め
そ

の
建
物
の
一
部
の
新
設
を
す
る
者
が
あ
る
と
き

は
そ
の
者
を
除
く
も
の
と
し
、
小
売
業
を
行
う

た
め
の
店
舗
の
用
に
供
し
又
は
供
さ
せ
る
た
め

そ
の
建
物
の
一
部
を
新
設
す
る
者
又
は
設
置
し

て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
そ
の
者
を
含
む
。
以

下
同
じ
。）は
、政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

次
の
事
項
を
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
所
在
地

の
属
す
る
都
道
府
県
（
以
下
単
に
「
都
道
府
県
」

と
い
う
。）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（
２
）
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
及
び

当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を

行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に

法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

（
３
）
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日

（
４
）
大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合

計
（
５
）
大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関

す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
も
の

（
６
）
大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法

に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
も
の

　
（
都
道
府
県
の
勧
告
等
）

第
９
条　

都
道
府
県
は
、
前
条
第
７
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
又
は
通
知
の
内
容
が
、
同
条
第
４
項

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
述
べ
た
意
見
を
適

正
に
反
映
し
て
お
ら
ず
、
当
該
届
出
又
は
通
知

に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生

活
環
境
に
著
し
い
悪
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
の
発

生
を
回
避
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
市
町
村
の
意
見
を
聴
き
、
及
び
指
針

を
勘
案
し
つ
つ
、
当
該
届
出
又
は
通
知
が
な
さ

れ
た
日
か
ら
２
月
以
内
に
限
り
、
理
由
を
付
し

て
、
第
５
条
第
１
項
又
は
第
６
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置

を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
の
例
は
、
住
民
の
住
所
を
的
確
に
公
簿
に
反
映

す
る
た
め
、
転
出
す
る
前
に
届
出
義
務
を
課
す
も
の

で
す
。

住
民
基
本
台
帳
法

　
（
転
出
届
）


